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１ はじめに 
現在、カーナビゲーションは音楽再生やイン

ターネット対応（メールやSNS等）の機能まで

備えるようになり、限られたスペースに膨大な

操作メニューを配置することが求められる。 
その対応策の一つとして、階層メニューとリ

スト表示方式（“箇条書き”状の表記が数行に

渡って表示される方式）が多く使用される。車

載表示器の視覚的表示の視認性に関して、英数

字の文字高さはISO15008に基準が提唱され

ている。ISO9241-303ではオフィス作業におけ

る英数字の推奨文字高さも示された。一般的な

表示物における行間や字間は、幾つかの研究に

基づいて適正とされる数値も示されている1)。 
一方で、カーナビ等で多用されるリスト表示

では、これらの知見を参考にデザイン性や経験

則に基づいて設定されている。日本語文字に至

っては実用的なガイドラインもない。 
そこで本研究では、階層メニューのリスト表

示における漢字・かな・英数字を対象に、視認

性を確保するための文字表示方法（行間・字間

等の設定方法）について検討する。 

２ 方法 
2.1 実験参加者 
 両目視力0.7以上の20歳代の男女（大学生）4
名とした。 
2.2 実験方法 
(1) 評価サンプルの作成 
評価サンプルは PowerPoint を用いて作成

し、ノート PC（画面サイズ 14 インチ相当）

を用いて提示した。表示領域の大きさは、表

示範囲外を黒く塗り潰すことでパナソニック

製のカーナビ Gorilla（CN-GP745VD）の画

面サイズ（7 インチ相当，92.3mm×153.6mm）

に合わせた。 
評価に使用する文章は、１文あたり漢字 2

字熟語 2 種と平仮名 8 文字の合計 12 文字で

構成され、全部で 40 種の文章とした。漢字

には先行研究 2)より「読みにくい」とされる

漢字のみを選定し、使用した。 
各文章は、40 種の中から無作為に選んだ 5

種の文章（5 行）をリスト表示にし、1 回の

評価サンプルにした（図 2）。リスト表示を作

る際の実験条件は、文字高さが 17 分・19 分・

21 分、行間が 120%・150%・180%、字間が

10%・20%・30%の総当たりで合計 27 通りに

した。（27 個のサンプル）。 
(2) 実験装置 
実験参加者には高さ 250mm の台上に顎を

乗せてもらい、視点の高さが一定になるよう

にした。ノート PC も同じ高さの台上に設置

した。車載表示器の視距離に合わせて、実験

参加者から画面まで 750mm とした（図 1）。 

図 2 各文字サイズのリスト表示の例 

図 1 実験装置 
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(3) サンプル提示方法・データ記録方法 
カウントダウンによって実験参加者に視認

の準備状態を作り、その後、持続時間 1.0s で

ディスプレイに提示した。5 行のうち、2～4
行目のいずれか 1 行の文頭に「●」記号が表

示され、●のついた 1 文を読み取ってもらっ

た。その後、読み取った文章を、読み取れた

範囲で手元の紙に平仮名で書き写した。 
(4) 主観評価方法 
文章を書き写した後、再度同じサンプルを

提示して「見やすさ」の主観評価を実施した。

評価は±3 の 7 段階（-3：非常に読みづらい

～0：どちらでもない～+3：非常に読みやす

い）とし、数値を口頭で伝えた。 
2.3 読み取った文字の解析方法 
シャノンの情報理論を応用した方法 3)によ

り、漢字 1 文字を 11.1bit、平仮名 1 文字を

6.2bit とし情報量に変換した。これにより、1
文すべて読み取れた場合は94.0bitとなった。 

３ 結果・考察 
読み取った情報量（実験参加者間の平均値）

は、字間 10%で 91.4bit、20%で 90.5bit、30%
で 86.7bit となり、字間の増加に伴い減少し

た。その差は、10%と 30%の間で 4.7bit であ

った（図 3）。行間においても、情報量は増加

に伴い増加したが、行間 120%と 180%の差

は 2.8bit で、字間ほどの影響は見られなかっ

た。このことより、行間よりも字間の方が読

み取り情報量への影響が大きいと考えられる。 

文字高さにおいて、最も情報量が低い値と

なったのは19分で、87.8bitであった（図4）。 
実際に実験で使用したサンプル（図 2）を比

較すると、文字高さ 17 分と 21 分は文章とし

て見えているのに対し、19 分においては文字

が個別に独立しているように見えている。こ

のことより、読み取ることのできる情報量は

字間と行間によってできた余白の占める割合

に影響を受けていると考えられる。 

主観評価(実験参加者間の平均値）は、行間

120%で-0.9、150%で 0.7、180%で 1.2 とな

り、行間の増加に伴い増加した。その差は、

120%と 180%の間では 2.1 であった（図 5）。
文字高さも同様に、文字高さの増加に伴い増

加した。字間においては、字間の増加に伴い

減少した。しかし、それらの差は行間ほどの

影響は見られなかった。このことより、主観

評価においては、３つの要素の中で行間が最

も「見やすさ」の主観評価への影響が大きい

と考えられる。 

４ 今後の課題 
本実験では全体的に標準偏差が大きかった。

今後、実験参加者に１条件あたり複数回の計

測を行って平均値を求めることで、データの

ばらつきを小さくする。また、「見やすさ」の

最適解を得るために、文字高さ、行間、字間

の比率等による指標化を検討していく。 
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図 3 字間と読み取り情報量 

図 4 文字高さと読み取り情報量 

図 5 行間と主観評価 
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